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クラス会等における保護者の皆様からの疑問やご意見等について（２０１９年度） 

 

１ 進路関係について 

●指定校推薦は何校（学科）ありますか。（1年特進コース） 

101 大学 214 学部、35 短大です。特進コースももちろん推薦を受けられます。 

 

●内部推薦のプレゼンテーションや小論文の書き方、面接の練習、ディスカッションなど、参加型ではなく生

徒たちに学習する機会やサポートをお願いします。（2年普通コース） 

内部推薦の場合、全員に小論文と面接の試験があり、評定平均 3.5 未満の生徒についてはプレゼンテーショ

ンの試験もあります。 

小論文の対策としては、3年生になれば週に 2時間ある「国語表現」という授業で、課題文の書き方を練習し

ます。面接については、担任の先生を中心に授業や放課後などで練習をする予定です。 

プレゼンテーションについては、事前にプレゼンテーションの課題を与えられ、それに対して一人でプレゼ

ンテーションを行います。 

普通コースでは 1年生で企業探究、2年生で進路探究などの社会的な探究を通して、グループディスカッショ

ンとプレゼンテーションを年に何回か行っており、国際コースでも独自の探究活動や英語での発表を行って

おります。スポーツ科学コースでは 2年生のうちに各自の課題を見つめて探求と発表を行っており、3年生に

なると大学のプレゼンテーション用の教室でプレゼンテーション大会を開催しています。 

1・2 年生での探求学習をしっかり取り組み、生徒たちにはプレゼンテーション能力を養ってもらいたいと思

いますが、一人でのプレゼンテーションについては試験前にトレーニングする必要があるかと考えています。 

 

 

 

２ 学校生活について 

●クラブ活動で集合場所が学校になることが多い部があり、遠回りになる生徒もいる。（2年） 

クラブで理由があって決めていると思いますので、クラブに聞いてください。 

 

●学校に行くことや、先生に会う機会がないので、授業参観をしてほしい。（2年） 

特別に参観日は設けていませんが、学校行事やクラス会などいつでもお越しください。 

 

●スポーツ科学コースのみの体育祭にも、保護者が見学に行けるようにしてほしい。（2年） 

すぐにスポーツ科学コースに連絡をして、案内文を配付してもらうよう依頼しました。 

 

●吹田の襲撃事件の際、連絡が早くてよかった。保護者が迎えに行けない場合は、どのような対応をしていた

のか知りたい。（2年） 

保護者の承諾が得られた場合は、学校のバスで阪急正雀駅、ＪＲ岸辺駅まで生徒たちを送り、安全に留意し

て帰宅させました。また自転車の生徒についても同様に安全に留意して帰宅させました。  

 

●スタディサプリの学習をしていないように思う。クラブ活動の時間が減って、スマホを触っている時間が増

えたように感じる。（2年） 

英・国・数の学びなおしについては、コンスタントに出しているはずです。これは動画を見なければならな

いようになっています。 
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●クラブの試合の日程を子どもから聞けない場合があるため、ネットやホームページなどでタイムスケジュー

ルを知れるようにしてほしい。（2年） 

まずはお子さんから試合や練習の日程についてあらかじめ伝えるようご指導ください。 

 

●通学用にリュックを使用しているが、入りきらない場合は指定のサブバッグを購入しなければならないのか。

（1年） 

荷物をたくさん入れるという前提でリュックを作っています。 

 

●Classi にテストの点数を反映しほしい。動画を見て終わりにならないように復習や小テストなどの工夫を

してほしい。（1年特進コース） 

早朝テストや早朝テストの試験範囲に Classi を取り入れるなど、単に動画の視聴のみとならない工夫をして

おります。テストの点数については、お子さんに答案用紙や通知表を見せるようご指導いただき、反省点、

そして次の試験に向けての抱負を訊いてください。 

 

●放課後、自習室や教室で勉強する雰囲気になってほしいので、先生にもついて勉強をみてもらいたい。放課

後や授業の合間で職員室に行っても、担当教科の先生が見つからないことがあり、教えてもらえないことがあ

る。（1年特進コース） 

放課後、自習をしたい生徒のために、自習室を開放しています。自習室で自己研鑽する中で、先生に教えて

ほしいことが出てきた場合は、自ら職員室に訊ねに来てください。万一、授業担当の先生が不在でも、同じ

教科の先生に教えてもらってください。 

 

２ その他について 

●新校舎について大学施設への移動について不安の声があるので、改善方法や早めの説明会をお願いします。

（1年普通コース） 

1 月 25 日（土）に在校生の保護者の皆様へ、新校舎説明会を行いました。 

4 月 25 日（土）には保護者対象の「新校舎内覧会」を開催予定ですので、ぜひお越しください。 

 

以 上 
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質疑応答の内容について 

 

●新校舎について、新校舎で上履きを使用すると聞いたが大学の教室を使用するときも上履きを使用するのか、

土足に履き替えるのか知りたい。（1年） 

大学 16 号館や 3号館は一足制となっております。新校舎で授業をする際にはグラウンド側に設置するシュー

ズロッカーで上履きに履き替えていただきます。 

 

●新校舎について、弁当をロッカーに入れておいてもいいが、夏場は避けてもらったほうがいいと説明があっ

たが、食堂は混雑して使用できるか不安があるので、弁当を持たせていいのか聞きたい。（1年） 

生徒たちが使用するロッカールームは、常時空調が効いていますので心配ありません。ただし、夏場に体育

の授業にお弁当を持って行くようなことがある場合はお気をつけください。 

 

●新校舎での教室移動時について、授業によってどれくらいの教科書や体操服、弁当などを持って移動するの

かわからないが、もし荷物が多くなった場合に学校指定の小かばんを購入しなくてはいけないのか知りたい。

（1年） 

移動の際のかばんについて、現在検討を進めております。中学生の時に使用していたナップサックの利用を

認めるなど、学校指定の小かばんに限定しなくてもよいように考えております。決まり次第、早めに生徒た

ちに回答できるようにします。 

 

●ユニットについて、教科によって２つのユニットの生徒が入れ替わって授業を受けると説明を受けたが、普

通コースなどのクラスが多いコースは、すべてのクラスの生徒が教科によって入れ替わることになるのか知り

たい。（1年） 

2～3 ユニット間で 5教科を中心に入れ替えを展開する予定です。1教科ごとにその教科の平均点が均等にな

るようにユニットを形成することで、バランスのとれた授業を展開できるようになります。また、一部の教

科では習熟度別のユニットを形成し、生徒の個性にあわせて学力の伸長を促す仕組みを整えます。 

 

●新校舎内覧会の開催日について、4月 25日（土）とのことですが、平日も開催していただけないでしょう

か。（1年） 

土曜日のほうが参加しやすいと思い決めましたので、平日開催も検討したいと思います。 

 

●移動教室の場合は座席の指定があるのか知りたい。仲の良いグループばかりでかたまって座り、私語が増え

て騒がしくならないか心配。（1年） 

教科ごとに座席の指定はする予定です。授業展開がスムーズに行えるように考えます。授業によっては席替

えをすることもありますが、自由に座らせる予定はありません。 

 

●授業開始時間について早くなると説明を聞いたのですが、遠方で今でもギリギリの時間で登校しているので、

来年度からもっと早く登校するのは難しいのですが、そのような生徒たちはどうしたらいいですか（1年） 

生徒対象説明会においては 8時 35 分始業の予定であることを伝えていましたが、公共交通機関のダイヤを考

慮し、8時 40 分始業に変更いたしました。現在は 8時 45 分始業のため、5分早まることになりますが、校舎

と駅までの距離が縮まることから、自宅を出る時間は実質的には変わらないものと考えております。しかし、

公共交通機関で始発に乗っても間に合わないという場合は、ご相談ください。 
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委員会最後に垂谷副校長先生より・・・ 

 

我が国が直面する大きな問題として「2040 年問題」があります。2040 年には、人口が約１億 1000 万人に減

少し、1,5 人の現役世代(生産年齢人口)が 1 人の高齢世代を支えなければなりません。また AI が人間を超え

るとも言われています。2040 年は、今の高校生が社会や企業でミドルリーダーとして活躍していく頃だと思

います。今世界では環境、食糧、疫病、紛争、経済格差等様々な問題を抱えています。教育界は、オンライン

教育(e ラーニング)を通して国境を越えて、共に学びこのような世界的問題解決に取り組んでいくことが必要

になります。単語や問題の解き方などは ICT で直ぐに答えを得られます。しかし相手の気持ちや考えなどは

ICT では学べません。即ち人間力の素養が大切になります。 

 本校では、新校舎移転を機に、従来の教室で待つことから、自らが能動的に活動していくことに重きを置き、

「面倒見の良い学校」から「自立をサポートする学校」へと転換します。生徒たちの人生がより良いものにな

るように共に考え、学んでいきたいと考えています。 

 

以 上 

 


